
2006年4月に起きた暴動により今では見る影もない廃墟になって
しまった旧コモロ市場に、小さな電気修理店がオープンしまし
た。6畳ほどのスペースに棚がいくつかあるだけ。テーブルもあり
ません。作業は床の上で行います。看板といえばペンキで書かれ
た手書きのものが表にひとつあるだけ。ですが、この店は国境な
き子どもたち（KnK）が運営しているユースセンターの家電修理
コース卒業生4人が開いた第1号店なのです！
この4人は昨年10月に当コースに参加するまで電気についてほと
んど何も知りませんでした。しかしこの8ヶ月間ほぼ毎日センター
に通い電気について学んできました。その結果ついに技術を身に
付け、店を持つことができたのです。
本当に小さな店ですが、コモロ・ユースセンターを利用する東
ティモールの若者たちにとっては大きな一歩でした。今日もセン
ターで勉強しスポーツに励む若者たちにとって、この店は希望で
あり道しるべであるからです。この4人に続く若者が、KnKのユー
スセンターから多く巣立っていくことを願ってやみません 。

国境なき子どもたちは昨年10月に21世紀最初の国・東ティモールでの活動を
開始しました。今回展示する写真は、その活動地に派遣ボランティアとして参
加した写真家・渋谷敦志が仕事の合間に撮影したものです。写真展は広島市指
定重要文化財である旧日本銀行広島支店のギャラリーで2007年9月15日(土)
から24日(月・祝)にかけて開催されます。独立して5年目の東ティモールの現
状、未だ続く政情不安から難民生活を余儀なくされている人々、その中で学校
にも行けずに未来への道しるべを見出せないでいる子どもたちの今を写真を通
じてお伝えします。また、会期中9月16日(日)には写真家によるギャラリー
トークを行う予定です。広島の皆さまに東ティモールの現状を知っていただく
と共に、平和について考えるひと時となれば幸いです。（カラー約30点）

■日時  2007年9月15日（土）~9月24日（月・祝）10:00~19:00　【入場無料】
     ※ 2007年9月16日（日）14:00~15:00　写真家によるギャラリートーク
■会場  旧日本銀行広島支店　広島市中区袋町5-21（市内電車「袋町」電停前）

東ティモール　~廃墟の中から~

国境なき子どもたち写真展2007 in 広島
『ラスト フロンティア ~東ティモールの光と影~』

国境なき子どもたち ~共に成長するために~

国境なき子どもたち（KnK）は、開発途上にある国々のストリートチルドレンなど 路上生活を送る青少年や孤児、虐
待や人身売買の被害に遭っている子どもたち及び自 然災害で被災した子どもたちを支援する非営利団体（NPO）で
す。アジアの恵まれな い子どもと日本の子どもが「共に成長していく」ことを理念に1997年に活動を開始し まし
た。


